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【手続補正書】
【提出日】平成20年3月7日(2008.3.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　受信した画像形成指令に対する画像信号を出力するコントローラと、
前記コントローラからの画像信号に応じて変調された光ビームを共振振動する振動ミラー
により主走査方向に走査させて潜像担持体上に潜像を形成するエンジン部とを有する画像
形成装置であって、
　前記コントローラは基準信号を発生させて前記エンジン部に出力し、
　前記エンジン部は、前記振動ミラーの駆動周期を検出して該駆動周期に関連する駆動周
期信号を出力する検出手段と、
前記振動ミラーの駆動を制御するための駆動信号を出力する駆動信号制御手段と、
前記駆動信号制御手段から出力される駆動信号に基づき前記振動ミラーを駆動させるミラ
ー制御手段とを備え、
　前記駆動信号制御手段は、前記基準信号の位相と前記駆動周期信号の位相とが所定の相
対関係を有するように、前記駆動信号を制御することを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　前記駆動信号制御手段は、予め定められた駆動周波数を有する基準駆動信号を発生させ
る基準駆動信号発生部を有し、前記振動ミラーの駆動開始段階では前記基準駆動信号に基
づき前記振動ミラーを駆動させた後、前記検出手段から出力される前記駆動周期信号と前
記コントローラから与えられる前記基準信号とに基づき駆動信号を制御して前記振動ミラ
ーを前記駆動周波数で駆動させる請求項１記載の画像形成装置。
【請求項３】
　前記エンジン部は、
　前記振動ミラーの共振周波数を調整する共振周波数調整手段と、
　前記検出手段から出力される前記駆動周期信号に基づき前記振動ミラーの共振周波数が
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前記駆動周波数とほぼ一致するように前記共振周波数調整手段を制御する周波数制御部と
をさらに備えた請求項２記載の画像形成装置。
【請求項４】
　前記駆動信号制御手段は、前記基準駆動信号に基づき前記振動ミラーが駆動されながら
前記周波数制御部により前記振動ミラーの共振周波数が前記駆動周波数とほぼ一致するよ
うに調整された後に、前記駆動周期信号と前記基準信号とに基づき駆動信号を制御して前
記振動ミラーを駆動させる請求項３記載の画像形成装置。
【請求項５】
　前記ミラー制御手段は、前記検出手段から出力される前記駆動周期信号に基づき前記振
動ミラーの振幅を調整する請求項２記載の画像形成装置。
【請求項６】
　前記駆動信号制御手段は、前記基準駆動信号に基づき前記振動ミラーを駆動させながら
前記ミラー制御手段により前記振動ミラーの振幅が調整された後に、前記駆動周期信号と
前記基準信号とに基づき駆動信号を制御して前記振動ミラーを駆動させる請求項５記載の
画像形成装置。
【請求項７】
　前記駆動信号制御手段による駆動信号の制御はＰＬＬ制御により行われる請求項１ない
し６のいずれかに記載の画像形成装置。
【請求項８】
　受信した画像形成指令に対する画像信号を出力するコントローラと、
前記コントローラからの画像信号に応じて変調された光ビームを、駆動信号に基づき共振
振動する振動ミラーにより主走査方向に走査させて潜像担持体上に潜像を形成するエンジ
ン部とを有する画像形成装置を用いて画像を形成する画像形成方法であって、
　前記エンジン部に設けられた基準駆動信号発生部から出力される基準駆動信号を前記駆
動信号として前記振動ミラーの駆動を開始する工程と、
　前記振動ミラーの駆動周期を検出して該駆動周期に関連する駆動周期信号を出力する工
程と、
　前記コントローラから前記エンジン部に与えられる基準信号の位相と前記駆動周期信号
の位相とが所定の相対関係を有するように、前記駆動信号を制御して前記振動ミラーの共
振動作を装置各部と同期させる工程と
を備えたことを特徴とする画像形成方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　この発明は、受信した画像形成指令に対する画像信号を出力するコントローラと、コン
トローラからの画像信号に応じて変調された光ビームを共振振動する振動ミラーにより主
走査方向に走査させて潜像担持体上に潜像を形成するエンジン部とを有する画像形成装置
であって、上記目的を達成するため、コントローラは基準信号を発生させてエンジン部に
出力し、エンジン部は、振動ミラーの駆動周期を検出して該駆動周期に関連する駆動周期
信号を出力する検出手段と、振動ミラーの駆動を制御するための駆動信号を出力する駆動
信号制御手段と、駆動信号制御手段から出力される駆動信号に基づき振動ミラーを駆動さ
せるミラー制御手段とを備え、駆動信号制御手段は、基準信号の位相と駆動周期信号の位
相とが所定の相対関係を有するように、駆動信号を制御することを特徴としている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００１４】
　さらに、この発明は、受信した画像形成指令に対する画像信号を出力するコントローラ
と、コントローラからの画像信号に応じて変調された光ビームを、駆動信号に基づき共振
振動する振動ミラーにより主走査方向に走査させて潜像担持体上に潜像を形成するエンジ
ン部とを有する画像形成装置を用いて画像を形成する画像形成方法であって、上記目的を
達成するため、エンジン部に設けられた基準駆動信号発生部から出力される基準駆動信号
を駆動信号として振動ミラーの駆動を開始する工程と、振動ミラーの駆動周期を検出して
該駆動周期に関連する駆動周期信号を出力する工程と、コントローラからエンジン部に与
えられる基準信号の位相と駆動周期信号の位相とが所定の相対関係を有するように、駆動
信号を制御して振動ミラーの共振動作を装置各部と同期させる工程とを備えたことを特徴
としている。
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